









い。側 貌はコ ンベ ックスタイプでDolico facial
patternを示 しオ トガイ部の緊張を認めた。模型
分析より上顎第1小 臼歯,下 顎中側切歯以外は標
準 よ り大 きい歯冠 幅径 を示 してい た。 上顎 に
-7.Ommのデ ィスクレパ ンシーが認め られた。骨




は左 右側 ともAngle Class Iであったが,オ ー
バ ーバ イ トは-3.Ommと開咬を認めた。下顎歯列















有 していたが,上 下顎左右側第1小 臼歯の抜去で









大臼歯の抜去 を施行 したことで,今 後の咬合の安
定化に寄与す ると考える。 しかしながら,上顎左
側側切歯の近心傾斜が反省点である。
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